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今
か
ら
20

年
前
、
八
束
郡
の
７

ヵ
町
村
と
合
併
し
、
新
し
い
松
江

市
が
誕
生
し
た
。
今
年
は
合
併
20

年
に
加
え
、
松
江
城
国
宝
指
定
10

年
、
更
に
朝
ド
ラ
の
舞
台
と
、
我

が
松
江
は
賑
や
か
な
年
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
平
成
の
大

合
併
に
よ
り
島
根
県
の
町
村
数
は

51

か
ら
11

へ
と
激
減
し
た
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
町
村
長
が
退
任
し

た
が
、
当
時
の
町
村
長
さ
ん
は
多

士
済
々
、
傑
物
ぞ
ろ
い
で
存
在
感

抜
群
の
方
々
だ
っ
た
。 

隠
岐
の
孤
島
を
全
国
区
に
し
た

海
士
町
の
山
内
町
長
、
ホ
ッ
ケ
ー

王
国
を
築
い
た
仁
多
町
の
岩
田
町

長
、
工
業
団
地
に
刑
務
所
を
誘
致

し
た
旭
町
の
岩
谷
町
長
等
々
。
多

く
の
町
村
長
さ
ん
が
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
情
熱
と
行
動
力
で
地
域

を
牽
引
し
て
お
ら
れ
た
。 

そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
話
が
巧
か

っ
た
の
が
、
仁
摩
町
の
泉
町
長
。

新
聞
記
者
の
出
身
で
、
お
年
寄
り

が
編
ん
だ
藁
草
履
を
、
京
都
太
秦

の
撮
影
所
に
売
り
込
む
名
物
町
長

だ
っ
た
。 

泉
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
人
の
評
価

は
５
段
階
で
表
す
と
次
の
よ
う
に

な
る
。
人
財
、
人
材
、
人
在
、
人

罪
、
人
災
。
真
ん
中
の
人
在
は
、

た
だ
そ
こ
に
い
る
だ
け
の
人
、
毒

に
も
薬
に
も
な
ら
な
い
人
。
人
材

は
文
字
通
り
集
団
や
組
織
に
と
っ

て
有
用
な
人
。
人
財
と
な
る
と
、

こ
れ
は
も
う
得
難
い
宝
物
の
よ
う

な
人
。
こ
こ
ま
で
は
い
い
の
だ
が
、

人
罪
は
存
在
自
体
が
罪
な
人
。
最

悪
な
の
は
人
災
で
存
在
自
体
が
災

い
で
あ
る
人
だ
と
い
う
。 

こ
う
い
う
視
点
で
人
間
観
察
を

す
る
の
も
一
興
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

人
財
だ
っ
た
り
人
災
で
あ
る
こ
と

は
な
い
。
人
生
と
い
う
ド
ラ
マ
の

中
で
、
人
は
人
財
に
も
人
災
に
も

な
る
。
そ
の
昔
、
人
財
で
あ
っ
た

人
が
今
や
人
罪
、
人
災
と
な
る
例

も
、
ま
た
逆
の
例
も
多
々
見
受
け

ら
れ
る
。
人
の
評
価
は
単
純
で
は

な
い
。
と
こ
ろ
で
今
の
自
分
は
ど

れ
？ 


